
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６回 サイエンスクラブ・アセンブリー～科学部大集合！～ 

日時：平成３０年１０月１３日（土）９：３０～１５：００ 場所：千葉市教育センター 講師：大高一雄先生(千
葉市科学 

左：科学館長のお話 

発表することの意義を話してください

ました。 

下：科学館ボランティアの方や教育委

員の方々も来てくださいました。 

日々、どのような活

動をしているのか

パワーポイントを

用いて発表しまし

た。様々な取組が紹

介されました。 

質疑応答も積極的

に行われました。 

【団体研究発表】 

・脊椎動物の糞形態と体サイズの関係：ウマ類を対

象とした事例研究（千葉大学教育学部附属中） 

・音の伝わり方の研究（打瀬中） 

・哺乳類の糞による微生物燃料電池の研究（都賀中） 

・市原市瀬又の貝化石（都賀中） 

実際に採取した化石の研究で

した。１年生二人組の発表でし

たが、質問にも一生懸命答えま

した。 

今年の団体発表は３校。その中で２校が千葉市動

物公園の協力をあおいで研究していました。 

顕微鏡で菌の同定をしたり、ノギスで大きさを測

定したり、研究対象が同じ糞でも、内容は多様にな

るということがよくわかりました。 

音の発表では実際に使用した機材を見せながら、

グラフを用いて多くのデータを発表していました。 

来年も多くの発表を期待します。 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

打瀬中：音で踊るへび 

有吉中：ブーメラン 

千葉大学教育学部附属中：エコカイロ 

表
彰
式
の
様
子 

・それぞれの研究・講座で、日常生活の中にひそむ科学に触れられ、楽しかった。他校の発表はとてもためになった

し、自分たちの研究も今後深めていく上で参考になった。 

・今まで知らなかったような視点をもった考えの発表をたくさん見られて良かった。今回、知った科学実験などを私

たちの科学部でもやってみたいなと思った。また、研究をみんなが頑張っている姿を見て、私たちも負けずに頑張

ろうと思った。 

・科学館のボランティアによる講座などがあり楽しかった。他校の部員との交流も楽しめた。発表では私たちも面白

そうだと思うものがあり、今度やってみたいと思う。 

・多くの発表があったのに内容がほぼかぶっていなくて、やっぱりまだまだ研究されていないところが多いのだなと

思いました。内容も糞を使ったエネルギー作りから紙コップを使ったおもちゃ作りまでいろいろなものがあって楽

しかったです。次の年は、今年とは違ったものを出して、今年より良い賞を取りたいです。 


